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(57)【要約】
【課題】成型物を部分的に構造変更させることができ、
しかも離型し易い成型遊具を提供する。
【解決手段】互いに型組みされる一対の合わせ型２ａ，
２ｂ、３ａ，３ｂ、４ａ，４ｂでなる部分型２，３，４
を備え、これら部分型２，３，４が互いに隣接して配置
された状態で、内部の成型空間同士が互いに連通し、各
成型空間内に注入された成型材料が一体化した状態で成
型物が形成されるようにした。各部分型２，３，４をそ
れぞれ他の構造の成型空間を有する他の部分型に取り替
えることにより、成型される成型物を部分的に変化させ
ることが可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが、互いに型組みされる一対の合わせ型でなり、型組みされた状態で成型材料
が注入されて成型物を成型する成型空間を内部に有する、複数の部分型を備え、
　少なくとも２つの前記部分型が互いに隣接して配置された状態で、前記成型空間同士が
互いに連通し、各成型空間内に注入された成型材料が一体化した状態で成型物が形成され
ることを特徴とする成型遊具。
【請求項２】
　前記部分型は、当該部分型の成型空間と異なる形状の成型空間を有する他の部分型と取
り替え可能であることを特徴とする請求項１に記載の成型遊具。
【請求項３】
　少なくとも２つの前記部分型が互いに隣接して配置された状態で、互いに連通する前記
成型空間内に配置される、前記成型物の骨格部材をさらに備えることを特徴とする請求項
１又は請求項２に記載の成型遊具。
【請求項４】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの上部、下部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項５】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの左部、右部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項６】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの前部、後部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項７】
　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの上部、中部、下部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項８】
　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの左部、中部、右部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項９】
　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの前部、中部、後部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１０】
　前記部分型を構成する一対の合わせ型の一方に、前記成型材料を注入する注入孔が形成
されていることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１１】
　前記部分型は、透明性を有する材料で形成されていることを特徴とする請求項１から請
求項１０のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１２】
　前記成型材料は、食用可能な物質を主成分とし、一定時間で液状から固形状に変化する
材料であることを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載の成型遊具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、固化する流動性材料を型内に注入して人形、動物等の造形物を成型する成型
遊具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、粘土状の可塑成型素材や液状から固体状に変化する素材などを型内に注入して、
人形、動物、乗り物などの成型物を作製する成型型が知られている（例えば、特許文献１
～４参照）。これらの特許文献に開示された成型型は、児童が成型作業を楽しんだり、作
製された成型物で遊んだりできるように工夫されている。
【特許文献１】実公平５－２８０１７号公報
【特許文献２】実公昭５７－１４８７６号公報
【特許文献３】実開昭５９－１４０８１４号公報
【特許文献４】実開昭５５－６８１６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記の特許文献１～４に開示された成型型では、一対の型で成型物全体
の構造が規定されるものであるため、成型物を部分的に構造変更させることができないも
のであった。
【０００４】
　また、上記の特許文献１～４に開示された成型型は、一対の型を組み合わせるものであ
るため、成型物が大きい場合や複雑な構造である場合、また成型材料が粘土のような粘着
性の表面を持つものであった場合などに、成型後に成形型を離型しにくいという課題があ
った。
【０００５】
　本発明の目的とするところは、成型物を部分的に構造変更させることができ、しかも離
型し易い成型遊具を提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、成型物を部分的に構造変更させることにより、児童が興味をもつ
人形、動物、怪獣などの造形を変化させる操作を通じて創造性を養い、型組を行ったり成
型材料を注入したりする操作を通じて手先の器用さを養うことができる遊具を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の特徴は、成型遊具であって、それぞれが、互いに型組みされる一対の合わせ型
でなり、型組みされた状態で成型材料が注入されて成型物を成型する成型空間を内部に有
する、複数の部分型を備え、少なくとも２つの前記部分型が互いに隣接して配置された状
態で、前記成型空間同士が互いに連通し、これら成型空間内に注入された成型材料が一体
化した状態で成型物が形成されることを要旨とする。
【０００８】
　部分型は、成型空間と異なる形状の成型空間を有する他の部分型と取り替え可能である
ことが好ましい。
【０００９】
　本発明では、少なくとも２つの部分型が互いに隣接して配置された状態で、互いに連通
する成型空間内に配置される、成型物の骨格部材を、さらに備える構成としてもよい。
【００１０】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの上部（例えば頭部）、キャ
ラクタの下部（例えば胴体部）を模した成型空間を有する構成としてもよい。
【００１１】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの左部（例えば左半身部）、
キャラクタの右部（例えば右半身部）を模した成型空間を有する構成としてもよい。
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【００１２】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの前部（例えば正面部分）、
キャラクタの後部（例えば背面部分）を模した成型空間を有する構成としてもよい。
【００１３】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの上部（例えば頭部）、キャ
ラクタの中部（例えば胸部や首部）、キャラクタの下部（例えば脚部や胴体部）を模した
成型空間を有する構成としてもよい。
【００１４】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの左部（例えば左腕部および
左脚部）、キャラクタの中部（例えば顔部および胴体部）、キャラクタの右部（例えば右
腕部および右脚部）を模した成型空間を有する構成としてもよい。
【００１５】
　本発明では、造形すべき人形、動物、怪獣等のキャラクタの前部（例えば正面部分）、
キャラクタの中部（例えば腕部、脚部を含む胴体部）、キャラクタの後部（例えば背面部
分または尻尾部）を模した成型空間を有する構成としてもよい。
【００１６】
　なお、部分型を構成する一対の合わせ型の一方に、成型材料を注入する注入孔が形成さ
れていることが好ましい。
【００１７】
　本発明では、部分型が透明性を有する材料で形成されている構成としてもよい。
【００１８】
　本発明では、児童が成型物や成型材料を誤って口に入れることを考慮して、成型材料と
して、食用可能な物質を主成分とし、一定時間で液状から固形状に変化する材料を用いる
ことが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、成型物を部分的に構造変更させることができ、しかも離型し易い成型
遊具を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態に係る成型遊具の詳細を図１から図１８に基づいて説明する
。なお、本実施の形態に係る成型遊具では、成型物として、恐竜を模したキャラクタの立
体形象物を作製する例に適用して説明するが、怪獣、人形、各種の想像上のキャラクタ等
の立体形象物を作製するものであってもよい。
【００２１】
　まず、図１０および図１１を用いて本実施の形態に係る成型遊具１の全体構成の概略を
説明する。成型遊具１は、３つの部分型２，３，４と、これら部分型２，３，４を収納す
る保持ケース５と、保持ケース５に収納された部分型２，３，４を覆って保持ケース５に
係合されるカバー６とを備えて概略構成されている。なお、本実施の形態においては、３
つの部分型としているが、２つの部分型で構成するようにしても良い。
【００２２】
　次に、部分型２，３，４について説明する。図１に示すように、部分型２は一対の合わ
せ型２ａ，２ｂで、部分型３は一対の合わせ型３ａ，３ｂで、部分型４は一対の合わせ型
４ａ，４ｂで構成されている。これら合わせ型２ａ，２ｂ，３ａ，３ｂ，４ａ，４ｂは、
同じ大きさの透明材料でなる直方体のブロックである。透明材料としては、透明な合成樹
脂、ガラスなどを用いることができる。なお、本実施の形態では、これら合わせ型２ａ，
２ｂ，３ａ，３ｂ，４ａ，４ｂを透明材料で形成したが、不透明材料で形成してもよい。
【００２３】
　図３に示すように、部分型２の合わせ型２ａ，２ｂには、互いに対向するように配置さ
れる面に恐竜の頭部を形成するための成型空間２３を構成する凹部２１，２２が形成され
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ている。部分型３の合わせ型３ａ，３ｂには、互いに対向するように配置される面に恐竜
の胸部を形成するための成型空間３３を構成する凹部３１，３２が形成されている。図２
および図３に示すように、部分型４の合わせ型４ａ，４ｂには、互いに対向するように配
置される面に恐竜の脚部を形成するための成型空間４３を構成する凹部４１，４２が形成
されている。すなわち、成型空間２３，３３，４３はそれぞれ恐竜の上部（頭部）、中部
（胸部）、下部（脚部）を模している。これら成型空間２３，３３，４３は、部分型２，
３，４を組み付けた際に、互いに連通して成型物の形状の成型空間を構成するようになっ
ている。なお、前述のように、２つの部分型で構成するようにした場合は、一方の部分型
は恐竜の上部（例えば頭部）を、他方の部分型は下部（例えば胴体部）を形成するための
成型空間が構成されるようにすれば良い。無論、恐竜が逆立ちしているようなデザインな
のであれば、上部が脚部、下部が頭部となる。さらには、恐竜の上部、下部に限らず、左
部（例えば左半身部）、右部（例えば右半身部）、前部（例えば正面部分）、後部（例え
ば背面部分）という形で２つの部分型に分けても良い。
【００２４】
　また、本実施の形態においては、部分型２においては恐竜の上部（頭部）、部分型３に
おいては中部（胸部）、部分型４においては下部（脚部）を形成するための成型空間が各
々構成されるようにしているが、これに限られない。それぞれの部分型に恐竜のどの部分
を当てはめるかは、恐竜のデザインによって任意に定めれば良い。例えば、ブラキオサウ
ルスのように首の長い恐竜の場合は、部分型３における中部は首部、部分型４における下
部は胴体部となる。また、恐竜の上部・中部・下部ではなく、左部（例えば左腕部および
左脚部）、中部（例えば顔部および胴体部）、右部（例えば右腕部および右脚部）として
も良いし、前部（例えば正面部分）、中部（例えば腕部、脚部を含む胴体部）、後部（例
えば背面部分または尻尾部）としても良い。さらにいえば、本実施の形態では成型物を恐
竜の人形として説明しているが、全く仮想の生命体としても良いのであるから、その場合
は、上部、中部、下部が全て頭部という場合もありうることは言うまでもない。
【００２５】
　また、図１に示すように、合わせ型２ｂ，３ｂ，４ｂには、注入孔２５，３５，４５が
凹部２２，３２，４２に連通するように形成されている。本実施の形態では、合わせ型２
ｂには注入孔２５を１つ設け、他の合わせ型３ｂ，４ｂには、それぞれ２つの注入孔３５
，４５を設けている。２つずつ形成された注入孔３５，４５は、２つのうち１つを材料注
入孔として用いたときに、他方の１つが空気逃げ孔として機能する。また、この注入孔は
、上側に配置される合わせ型に成型空間として形成された凹部内の最も深い位置と連通す
るようになっている。すなわち、型組されて上側に配置された合わせ型における成型空間
の最も高い位置に注入孔が連通するように形成されている。なお、合わせ型２ｂにも注入
孔を２つ設けるようにしても良いことはいうまでもない。
【００２６】
　図１に示すように、合わせ型２ａ，２ｂを組み付けた際に厚さ方向（図１および図２に
おいて上下方向）に連続溝２４となる溝２４ａ，２４ｂが形成されている。同様に、３ａ
，３ｂの両側部には連続溝３４となる溝３４ａ，３４ｂが、合わせ型４ａ，４ｂの両側部
には連続溝４４となる溝４４ａ，４４ｂが形成されている。
【００２７】
　図４に示すように、保持ケース５は、合わせ型２ａ，２ｂ，３ａ，３ｂ，４ａ，４ｂの
幅（溝が形成された両側面間の長さ）と同等の幅および、部分型２，３，４を組み付けた
ときの長さ（部分型２，４の互いに反対側の端面間の長さ）と同等の長さを有する底板５
１と、この底板５１の両側から立ち上がる２枚の側板５２と、底板５１と側板５２の端縁
に沿って底板５１と側板５２に直角をなすように形成された、コ字状の２枚の補強リブ５
４と、が一体的に設けられている。この保持ケース５は、底板５１、側板５２、補強リブ
５４が一体的に成形されている。また、側板５２の外側面には、クランプ部５５が設けら
れている。さらに、側板５２の内側面には、部分型２，３，４の連続溝２４，３４，４４
を案内して部分型２，３，４を保持するための３つのガイド突堤部５６が設けられている
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。
【００２８】
　図１０および図１１に示すように、カバー６は、保持ケース５の上面部を覆う天板６１
と、補強リブ５４が形成された保持ケース５の両端面を覆う２枚の側板６２とがコ字形状
をなすように一体的に設けられている。天板６１には、部分型２，３，４の合わせ型２ｂ
，３ｂ，４ｂに形成された注入孔２５，３５，４５を露呈させるための切り欠き６１ａ，
６１ｂ，６１ｃが形成されている。
【００２９】
　上述した構成を有する成型遊具１は、部分型２，３，４を型組みして、注入孔２５，３
５，４５から成型材料を注入することにより、成型空間２３，３３，４３（図３参照）内
に成型材料を充填して、成型物を成型することができる。本実施の形態では、部分型２，
３，４のそれぞれを、部分型２，３，４と異なる形状の成型空間を有する他の部分型と取
り替えることにより、全体的にまたは部分的に構造の異なる恐竜の模型を成型することが
できる。特に、本実施の形態では、部分型２，３，４がキャラクタである恐竜の頭部、胸
部、脚部に相当する成型空間２３，３３，４３を備えるようにしたため、頭部、胸部、脚
部毎に異なる部分型に取り替えることで成型物の部分的な変更を行い易いという利点があ
る。
【００３０】
　本実施の形態の成型遊具１では、成型物が３つの部分型２，３，４で形成されるため、
離型作業が容易である。すなわち、１つの型を組み合わせるものでは、成型物が大きい場
合や複雑な構造である場合、また成型材料が粘土のような粘着性の表面を持つものであっ
た場合などに、成型後に成形型を離型しにくいところ、本実施の形態の成型遊具１は、部
分型２，３，４それぞれの成型空間２３，３３，４３で成型される部分は、当然、成型物
に比較して小さく形状も単純となるため、当該成型物を１つの型を組み合わせるようにし
て成型する場合と比較して、離型しやすくなっている。また、各部分型２，３，４が透明
材料で形成されているため、成型材料の充填状態を目視することができ、確実に成型物を
成型することができる。
【００３１】
　以上、本実施の形態に係る成型遊具１の構成について説明したが、次に、成型遊具１の
使用方法について、図４から図１８を用いて説明する。なお、この使用方法では、成型を
行う前に、成型空間２３，３３，４３内に恐竜の骨格を予め配置する例について述べる。
したがって、合わせ型２ａ，４ａには、後述する骨格の頭部７１と脚部７３の端部に設け
た位置決め突起７１ａ，７３ａを収納する位置決め凹部２６，４６、合わせ型２ｂ，４ｂ
には位置決め凹部２７，４７が形成されているものを用いる。
【００３２】
　まず、図４に示すように、保持ケース５を用意して、図５に示すように、順次、部分型
２，３，４の一方の合わせ型２ａ，３ａ，４ａの溝２４ａ，３４ａ，４４ａを、側板５２
のガイド突堤部５６に案内されるようにして、保持ケース５内に収容して図６に示すよう
な状態にする。
【００３３】
　次に、図７に示すように、恐竜の骨格７を合わせ型２ａ，３ａ，４ａの凹部２１，３１
，４１に配置する。このとき、骨格の頭部７１と脚部７３の端部に設けた位置決め突起７
１ａ，７３ａは、図６に示した位置決め凹部２６，４６に合わせて配置させる。
【００３４】
　ここで、図１８を用いて恐竜の骨格７の構成を簡単に説明する。骨格７は、頭部７１と
、胸部７２と、脚部７３とが着脱可能に構成されている。頭部７１の頂部には上方に向け
て位置決め突起７１ａが突設されている。脚部７３の両脚の下端には位置決め突起７３ａ
が下方に向けて突設されている。位置決め突起７１ａには、成型物が成型されたときに装
着する角７４が嵌合、装着されるようになっている。なお、骨格７も部分的に交換可能に
なっており、成型物の部分的な変更に伴い交換することが可能である。
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【００３５】
　このような骨格７を配置した後、図８に示すように、合わせ型２ｂ，３ｂ，４ｂを対応
する合わせ型２ａ，３ａ，４ａの上に重ね合わせて図９のような状態にする。この際も、
ガイド突堤部５６に溝２４ｂ，３４ｂ，４４ｂが案内されるように装着する。
【００３６】
　次に、図１０および図１１に示すように、カバー６を被せて２つのクランプ５５を用い
てカバー６の天板６１を両側で係止して、カバー６を保持ケース５に固定する。
【００３７】
そして、図１２に示すように、容器８に、液状の成型材料９を注入器１０のシリンダ１１
に充填し、図１３に示すように、ピストン１２をシリンダ１１内に嵌合させる。なお、こ
の成型材料９は、食用可能な物質を主成分とする粉末を水で溶いてなり、水を加えて一定
時間で液状から固形状に変化する周知の材料を用いることができる。成型材料は、誤って
児童が口に入れても安全なものを用いることが好ましい。なお、食用可能な物質としては
、例えば、澱粉、アミロース、アミロペクチン、セルロース、ペクチン、小麦粉、海草か
らの抽出物など各種の物質を利用することができる。
【００３８】
　次に、図１４に示すように、上述の注入器１０を用いて注入孔２５，３５，４５に、成
型材料９を注入する。本実施の形態では、部分型２，３，４が透明性を有するため、型内
への成型材料９の充填状態は目視することで確認できる。なお、部分型２，３，４が透明
性を有しないものを用いた場合は、他の注入孔２５に成型材料９が存在する状態を見るこ
とで充填状態を確認することができる。このように成型材料９を型内に注入することによ
り、成型空間２３，３３，４３内に配置された骨格７を覆うように成型材料９が肉付けさ
れて成型空間２３，３３，４３内に骨格７を含む成型物が形成される。
【００３９】
　このようにして部分型２，３，４内に成型材料９を充填した後、一定時間を経て成型材
料９が固化した後に、図１５に示すように、カバー６を取り外す。その後、図１６に示す
ように、合わせ型２ｂ，３ｂ，４ｂを取り外し、図１７に示すような成型物２０を取り出
せばよい。図１７に示す成型物２０は、骨格７の頭頂から突出する突起７１ａに角７４を
嵌合して装着した状態を示している。
【００４０】
　本実施の形態では、成型材料９として、食用可能な物質を主成分とする粉末を水で溶い
てなり、水を加えて一定時間で液状から固形状に変化する材料を用いるが、このような材
料は成型物２０を適切な溶解剤で溶解させることができるため、骨格７を取り出して同じ
成型物２０を再度成型したり、部分的に違う構造の他の成型物を作り直すことも可能であ
る。
（その他の実施の形態）
　以上、実施の形態について説明したが、この実施の形態の開示の一部をなす論述及び図
面はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様々
な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【００４１】
　例えば、上記実施の形態では、３つの部分型２，３，４を備える例について説明したが
、２つからなる部分型であっても、４つ以上の数の部分型を備える構成としても勿論よい
。
【００４２】
　また、上記実施の形態では、成型物２０として恐竜を適用したが、人形、怪獣、空想上
のキャラクタや、建物、乗り物などに対応した部分型を複数備える構成としても勿論よい
。
【００４３】
　上記実施の形態では、部分型２，３，４の合わせ型２ａ，２ｂ，３ａ，３ｂ，４ａ，４
ｂは、成型空間となる凹部２１，２２，３１，３２，４１，４２以外の部分が樹脂等でな
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る直方体形状のブロックとしたが、例えば図１９および図２０に示すように中空な箱状の
構造としてもよい。
【００４４】
　図１９および図２０に示す部分型２００は、例えば透明な合成樹脂で形成された、一対
の合わせ型２００ａ，２００ｂでなる。これら合わせ型２００ａ，２００ｂの互いに対向
配置させる面は、箱の底板に相当する板状体２０３，２０４である。これら板状体２０３
，２０４には、箱の内側へ向けて湾曲するように凹部２０１，２０２が形成されている。
【００４５】
　下側に配置される合わせ型２００ａは、板状体２０３と、この板状体２０３の周縁に一
体に形成された４つの側板２０５と、板状体２０３の凹部２０１と反対側の面に立ち上が
るように一体的に設けられた補強リブ２０６と、を備えてなる。この補強リブ２０６は、
対向配置された２枚の側板２０５間に渡って側板２０５同士を連結するように一体的に設
けられている。
【００４６】
　上側に配置される合わせ型２００ｂは、板状体２０４と、この板状体２０４の周縁に一
体的に形成された４枚の側板２０７と、板状体２０４の凹部２０２と反対側の面に立ち上
がるように一体的に設けられた補強リブ２０８と、を備えてなる。この補強リブ２０８は
、間に渡って、板状体２０４の凹部２０４の最も深い位置を通って、対向配置された２枚
の側板２０５側板２０５同士を連結するように設けられている。そして、補強リブ２０８
における板状体２０４の凹部２０４の最も深い位置を通る部分には、凹部２０２内へ連通
する注入孔２０９が形成されている。注入孔２０９が形成された部分の補強リブ２０８は
、筒状体２０８ａとなっている。
【００４７】
　図１９および図２０に示した構成とすることにより、部分型２００は軽量なものとなり
、部分型２００を構成する材料の量も削減できる。また、補強リブ２０６，２０８を有す
る構造としたことにより、図１９，２０に示した構成としても、合わせ型２００ａ，２０
０ｂの剛性を確保することができる。以上、部分型２００について説明したが、この部分
型２００に組み合わされる他の部分型も同様の構造である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の実施の形態に係る成型遊具の部分型を組み付けた状態を示す斜視図であ
る。
【図２】図１のII－II断面図である。
【図３】図１のIII-III断面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る成型遊具に備えられる保持ケースを示す斜視図である
。
【図５】本実施の形態の保持ケースに合わせ型を収納している状態を示す斜視図である。
【図６】本実施の形態の保持ケースの下部に部分型の対をなす合わせ型の一方を収納した
状態を示す斜視図である。
【図７】骨格を合わせ型に収納する状態を示す斜視図である。
【図８】保持ケース内にすべての部分型を収納する状態を示す斜視図である。
【図９】保持ケース内にすべての部分型を収納した状態を示す斜視図である。
【図１０】保持ケース内に部分型を収納した状態でカバーを装着する工程を示す斜視図で
ある。
【図１１】保持ケースにカバーを装着、固定した状態を示す斜視図である。
【図１２】成型材料を注入器に充填する工程を示す斜視図である。
【図１３】成型材料を注入器に充填した状態を示す斜視図である。
【図１４】注入器で各部分型へ成型材料を注入する工程を示す斜視図である。
【図１５】カバーを保持ケースから取り外す工程を示す斜視図である。
【図１６】保持ケースから部分型を取り外す工程を示す斜視図である。
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【図１７】本実施の形態の成型遊具で成型された成型物を示す斜視図である。
【図１８】本実施の形態の成型遊具に備えられる骨格を示す斜視図である。
【図１９】本発明の他の実施の形態に係る成型遊具の部分型を示す斜視図である。
【図２０】図１９のXX－XX断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
１……成型遊具、２，３，４……部分型、２ａ，２ｂ，３ａ，３ｂ，４ａ，４ｂ……合わ
せ型、５……保持ケース、６……カバー、７……骨格、９……成型材料、１０……注入器
、２０……成型物、２１，２２，３１，３２，４１，４２……凹部、２３，３３，４４…
…成型空間、２５，３５，４５……注入孔

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月9日(2008.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに型組みされ、型組みされた状態で成型材料が注入されて成型物を成型する成型空
間を内部に有する、一対の合わせ型からなる部分型を複数備え、
　少なくとも２つの前記部分型を互いに隣接して配置した状態で保持可能な保持ケースを
有する成型遊具であって、
　前記部分型の側部には溝が設けられ、
　前記保持ケースには前記部分型を前記保持ケースに装着する際に前記溝を案内可能なガ
イド突堤部が設けられており、
　少なくとも２つの前記部分型が前記ガイド突堤部により前記溝が案内されつつ前記保持
ケースに装着されて互いに隣接して配置された状態で、前記成型空間同士が互いに連通し
、各成型空間内に注入された成型材料が一体化した状態で成型物が形成されることを特徴
とする成型遊具。
【請求項２】
　前記保持ケースに装着されて互いに隣接して配置される複数の前記部分型以外に、一の
前記部分型の成型空間と異なる形状の成型空間を有する他の部分型を備え、前記一の部分
型と前記他の部分型とを取り替え可能であることを特徴とする請求項１に記載の成型遊具
。
【請求項３】
　少なくとも２つの前記部分型が互いに隣接して配置された状態で、互いに連通する前記
成型空間内に配置される、前記成型物の骨格部材をさらに備えることを特徴とする請求項
１又は請求項２に記載の成型遊具。
【請求項４】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの上部、下部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項５】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの左部、右部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項６】
　２以上の前記部分型が直列に配置され、これら２つの部分型は、造形すべき人形，動物
，怪獣等のキャラクタの前部、後部を模した成型空間を有することを特徴とする請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項７】
　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの上部、中部、下部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項８】
　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの左部、中部、右部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項９】
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　３つの前記部分型が直列に配置され、これら３つの部分型は、造形すべき人形，動物，
怪獣等のキャラクタの前部、中部、後部を模した成型空間を有することを特徴とする請求
項１から請求項３のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１０】
　前記部分型を構成する一対の合わせ型の一方に、前記成型材料を注入する注入孔が形成
されていることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１１】
　前記部分型は、透明性を有する材料で形成されていることを特徴とする請求項１から請
求項１０のいずれか一項に記載の成型遊具。
【請求項１２】
　前記成型材料は、食用可能な物質を主成分とし、一定時間で液状から固形状に変化する
材料であることを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載の成型遊具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の特徴は、互いに型組みされ、型組みされた状態で成型材料が注入されて成型物
を成型する成型空間を内部に有する、一対の合わせ型からなる部分型を複数備え、少なく
とも２つの前記部分型を互いに隣接して配置した状態で保持可能な保持ケースを有する成
型遊具であって、部分型の側部には溝が設けられ、保持ケースには部分型を保持ケースに
装着する際に溝を案内可能なガイド突堤部が設けられており、
少なくとも２つの部分型がガイド突堤部により溝が案内されつつ保持ケースに装着されて
互いに隣接して配置された状態で、成型空間同士が互いに連通し、各成型空間内に注入さ
れた成型材料が一体化した状態で成型物が形成されることを要旨とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明では、保持ケースに装着されて互いに隣接して配置される複数の部分型以
外に、一の部分型の成型空間と異なる形状の成型空間を有する他の部分型を備え、一の部
分型と他の部分型とが取り替え可能であることが好ましい。
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